2016年6月4日　インド大使館　バガヴァッド・ギーター
・読み：第17章21～28節
・引用：第13章8～10節
 前回は『ヨーガ・スートラ』の最後の教えである、サマーディについて話しました。

今日はこれから『ヨーガ・スートラ』の8つの教えが、『バガヴァッド・ギーター』の中ではどのように書かれているか、該当箇所を引用して説明していきます。

まずおさらいとして『ヨーガ・スートラ』の8つの教えとは何か、挙げてみてください。

(1) ヤマ（禁戒）
(2) ニヤマ（勧戒）

(3) アーサナ（座法）

(4) プラーナーヤーマ（調気法）

(5) プラティヤーハーラ（感覚制御）

(6) ダーラナー（集中）

(7) ディヤーナ（瞑想）

(8) サマーディ(合一)

このように『ヨーガ・スートラ』は最初のヤマから始まり、一歩一歩実践の段階を踏んで最終目的地のサマーディに到達するように構成されています。

ここで、「結局は悟り(サマーディ)が目的なら、なぜ最初からそれを目指さないのか？　初めからサーマーディのために瞑想すればいいのに、なぜその前の段階のヤマ、ニヤマ、・・・が必要なのか？」という疑問を持つ人もいると思います。

大阪での『バガヴァッド・ギーター』のクラスでもこの点が問題となったので、私はひとつの実験をしてみました。

参加者に５分程度瞑想してもらい、どれだけサマーディに近づけるかを体験してもらいました。
参加者の瞑想中私は意図的に「オーム、ラーマクリシュナ、・・・」などの言葉を発しました。
瞑想終了後参加者に聞くと、皆私の言葉が聞こえていました。

瞑想に集中できておらず、サマーディとは程遠い状態だったわけです。

この実験結果が、「なぜ最初からディヤーナ⇒サマーディの実践をするのではなく、その前の段階が必要なのか？」という質問に対する答えです。

感覚がコントロールされていないまま、いきなり瞑想しても悟りへ到達することはできません。

眼を閉じて視覚を遮断しても、耳の感覚は生きています。
集中して瞑想しているつもりでも耳は外の音に引き付けられ、その結果「オーム、ラーマクリシュナ、・・・」が聞こえてしまうのです。
瞑想していても外の路上から「石焼き芋～～」という声が聞こえてくると、たちまち「今は冬でもなく夜でもないのに、なぜ焼き芋を売っているのだろう？」と考え始めます。
眼を閉じていても聴覚は目覚めているということであり、もしバーベキューの煙が漂ってくるとその匂いに対して今度は嗅覚が働きます。

部屋が快適に温度調節されている時は意識しませんが、急にエアコンの調子が悪くなると瞑想していたつもりでも、「寒い！ 暑い!」などと気になります。皮膚の感覚が働くのです。
たとえ外の音がなく、香りもせず、エアコンが正常に働いていたとしても、それは心がスケジュールについて考えるのには願ってもない状態です。

瞑想していても心は仕事のことを考えたり、あれこれ想像したり、瞑想の対象とは何の関係もない子供時代のことを思い出したりします。

これは瞑想をした経験のある人にはすぐわかることですが、経験のない人にはまったくわかりません。

パタンジャリがヤマ、ニヤマ、アーサナ、・・・と段階的に進むようにと教え、またヴェーダーンタのギャーナ・ヨーガでもシャーマ、ダーマが重視される理由がここにあります。
心の準備ができていなければ瞑想はできません。これは畑を耕すことに似ています。

土壌が耕作に適していなければ作物は育ちせん。

霊的実践においてはこの土壌に相当するのが心であり、心の準備ができていなければ、最終的なサマーディに到ることはできません。

ひとつの歌があります。(スワミが一節を歌う)
おお心よ！　あなたは自分をどう耕したらよいかを知らない
(cultivate:耕す/高める、陶冶する、磨く)
という意味です。これからまずヤマ、ニヤマについて『バガヴァッド・ギーター』第13章8～12節から引用して解説します。

ヤマ

1 アヒンサー(非暴力)
2 サッティヤ(正直)
3 アスティヤ(不盗)
4 ブラフマチャリヤ(禁欲)
5 アパリグラハ(不貪)
ニヤマ

1 シャウチャ(清潔)

2 サントーシャ(満足)

3 タパス(苦行)

4 スワッデャーヤ(聖典の学習)

5 イシュワラプラニダーナ(神を瞑想する)

ヤマとニヤマを合わせて10種類の教えがありますが、このエッセンスを短いいくつかの言葉で言い表してみます。

(1)体、心、感覚、会話のコントロール
(2)体と心の浄化
体の浄化とは沐浴、洗濯した清潔な服を着る、などのことです。

心を清らかにするとは、欲張りにならない、嫉妬、怒り、自惚れ、執着をなくすことです。
以前にもアンター・シャウチャ(内面のきれいさ)、バヒール・シャウチャ(外面のきれいさ)、という話をしました。
(3)禁欲
精液を浪費せずに蓄えることは非常に重要です。

(4)苦行、忍耐

(5)聖典の学習(真理の学習)
(6)神を信じ、神のことを考え、神に祈る

まとめると、『ヨーガ・スートラ』のヤマ、ニヤマ、そしてヴェーダーンタのシャーマ、ダーマのポイントは、体と心のコントロール、清らかさ、禁欲、苦行、聖典の学習、神への信仰、ということになります。ヤマ、ニヤマの10の実践を6つのポイントに要約しました。
さて、これから『ヨーガ・スートラ』の各種実践について『バガヴァッド・ギーター』から引用しながら説明していきますが、ヤマ、ニヤマについてはまず第13章8節を見てください。

謙虚、虚栄(見栄)を張らぬこと、非暴力、忍耐、正直、正しい師への奉仕、清潔、堅忍不抜、自制心など、

アマーニットヴァム　アダムビットヴァム　アヒンサー　クシャーンティル　アールジャヴァム/アーチャリヨーパーサナン　シャウチャン　スタイリヤム　アートマ・ヴィニッグラハハ//

アマーニットヴァム　アダムビットヴァムのアマーニットヴァムはマーニットヴァム(自惚れ)の否定形で、「自惚れのない状態」を意味します。自惚れとは「私は他の人にはできないことを成し遂げた。私には才能、能力がある」という考えです。

この自惚れには二つの形があり、ひとつはそれを口に出して言うことであり、もうひとつは口には出さないけれど心の中でそう思うことです。

口に出さずに心の中に留めている場合、自分以外の第三者にはわかりませんが、自惚れがあるということに変わりはありません。
この自惚れをなくすということは、ヤマ、ニヤマのなかではシャウチャ(清らかさ)、それもアンター・シャウチャ(内面の清らかさ)に相当します。

自惚れとは汚いものであり、それを取り除くことはシャウチャです。
アダムビットヴァムはダムビットヴァム(自慢する) の否定形で、「鼻にかけない」という意味です。自慢するとはどういうことかの例を挙げますが、皆さんはサッカーのワールドカップやヨーロピアン・リーグのことは知っていると思います。
ゴールを決めた選手はグラウンドに膝をつき、拳を振り上げ大きな声で叫びます。

その選手にとっては自然な行為かもしれませんが、皆さんもよく目にする光景なので、自慢の例として取り上げました。自信と自惚れ・自慢とは違います。
自信が「私にもできる」であるのに対して、自惚れ・自慢は「私だけができる」と考えることです。自信は決して悪いことではなく必要であり、自惚れ・自慢が良くないのです。
アマーニットヴァム　アダムビットヴァムは「自惚れ・自慢がない状態」のことであり、『ヨーガ・スートラ』ではシャウチャのことです。

次のアヒンサーは『ヨーガ・スートラ』のヤマの最初にそのまま出てくる言葉ですが、皆さんのこの言葉に対する理解は表面的です。
他者を肉体的に傷つけないのは必要ですがそれだけでは充分ではなく、心に対する非暴力までも考慮しなくてはいけません。
言葉や振る舞いでも他人を傷つけないよう、注意しなければなりません。
アヒンサーはすべての良い性質の基礎となる性質です。

クシャーンティル　アールジャヴァムのクシャーンティ(kshanti)はクシャマー(kshama)が変化した言葉で、もとになっているクシャマーは「許す」という意味です。
他者の過ちを気にしない、あるいは気にしてもすぐに忘れるということです。

現代社会の大きな問題は人間関係です。
他人からされた仕打ちをいつまでも忘れないことが問題です。

他人から傷つけられるともちろん誰でも最初は怒りが起こりますが、サットワ的な人はその怒りの感情がすぐになくなります。
ラジャス的な人の場合は怒りがなかなか収まらず、タマス的な人は怒りが死ぬまで続くだけでなく、機会があれば自分も相手を傷つけたい、時には殺してしまいたいなどと考えます。

ただ単に「人を許そう」と考えるだけではそれは難しく、「自分の中には神がいてその同じ神が相手の中にもいる」、あるいはギャーナ・ヨーガ的に「同じ魂がすべての人の中にいる」と考えることによって許しは可能となります。

時間が経てば自然に怒りがなくなっているように外からは見えても、心の奥底には根強く残っているものなのです。
アールジャヴァムは「単純・素朴」(simplicity)のことです。
複雑ではなく正直、率直であること、内と外が変わらないということです。

心理学者ユングは、「我々は本当の私、なりたい私、他者に見せる私、の3つの顔を持っている」と言っています。

このように複数の顔を持っているとそこには矛盾が生じ、単純ではあり得ません。
いろいろ取り繕い隠さなければならず、秘密を持つようになります。

自分の言葉が他人を傷つけないかという配慮はあってもいいですが、率直さは重要です。
クシャーンティル　アールジャヴァムは『ヨーガ・スートラ』ではアヒンサー、シャウチャ(心の清らかさ)と関係があります。
アーチャリヨーパーサナンは霊的な師(グル)のお世話をすることです。
跪いてグルの足に触れることだけが尊敬の表現ではなく、グルに仕えるには3つのやり方があると『バガヴァッド・ギーター』には書かれています。(第4章34節)
1 Pranipat(尊敬)
2 Pariprasna(質問)
3 Sewaya(奉仕)
質問とは自分の疑問を解消するための質問であり、議論のための議論ではありません。
奉仕とはグルの肉体的なお世話だけでなく、より重要なのはグルの指示に従うことです。

アーチャリヨーパーサナンは『ヨーガ・スートラ』ではニヤマのスワッデャーヤ(聖典の学習)に関係があります。なぜなら真理はグルから学ぶからです。

次のシャウチャンはそのままニヤマのシャウチャです。

外と内、両方の清らかさが大切であることは説明しました。
スタイリヤム　アートマ・ヴィニッグラハハのスタイリヤムは忍耐のことです。

人間関係がうまくいかない大きな理由は、皆我慢が出来なくなっていることです。

家族関係も含めた人間関係をうまく維持していくには、我慢が必要です。
私の個人的な考えですが、一番我慢が必要とされるのは主婦、母親です。
夫や、息子、娘たちにはそれほど我慢は求められません。

なぜなら主婦は家族の基礎であり、主婦も我慢が出来ないようなら、家族はバラバラになってしまうからです。

現代の一番大きな問題はここにあり、人間は皆対等であり夫が我慢しないなら自分も我慢しない、と考えるのは間違いです。

人間関係だけに限らず、困難に直面した時に我慢できなければ、状況はさらに悪化します。

我慢は絶対に必要であり、我慢しながら問題の解決法を考えたり、状況が好転するのを待ったりすべきなのです。

我慢できなければ問題から逃げるか離れるか、好ましくない選択肢しかなくなってしまいます。
一番好きな人を愛したい、一番好きな場所に留まりたい、一番好きな状況が続いてほしい、と願ったとしても、長いタイムスパンで考えた場合、それは不可能です。
最初はこの人が好き、この場所がいい、この状況が理想的だ、と考えたとしても、次第にそれは変化していきます。
ですから我慢は絶対必要であり、他に方法はありません。

霊的な生活に進む場合だけでなく、一般の世俗的な生活においても我慢がなければ何もできません。聖典の中では繰り返し忍耐の必要性が説かれています。

悟りを目指して霊的実践を重ねても、いつ悟れるのかわかりません。

半年～数年の実践で進歩が見られないからと言って実践を断念してしまう人がいますが、我慢が足りません。

成果を期待せずに止めないでひたすら実践を続ければ、最終的には必ず目的を達成します。

アートマ・ヴィニッグラハは抑制のことです。

数多くの聖典の注釈を書いたシャンカラチャーリヤは非二元論者でしたが、スリッダーラ・スワミ(Sridhara Swami)はバクティとギャーナの二つの視点を合わせた注釈を書きました。
我々が僧侶になるための研修センターで2年間学んだ時も、『バガヴァッド・ギーター』の講義ではスリッダーラ・スワミの注釈が教材として使われていました。
二元論、非二元論、両方の考え方がとてもよく調和した注釈でしたが、スリッダーラ・スワミの考えではここでのアートマ・ヴィニッグラハは文脈から考えると肉体の抑制のことです。
アートマ・ヴィニッグラハはニヤマのタパスに当てはまります。

『バガヴァッド・ギーター』第13章9節を見てください。

欲望の対象から心を離すこと、我執を無くすこと、生老病死を苦とみなし、その本質を究めること、

インドリヤールテーシュ　ヴァイラーッギャム　アーナンカーラエーヴァ　チャ/　ジャンマ・ムリッテュ・ジャラー・ヴャーディ・ドゥフカ・ドーシャーヌダルシャナム//
インドリヤールテーシュ　ヴァイラーッギャムのヴァイラーッギャムは放棄という意味ですが、感覚が引き付けられる対象に執着しない、ということです。
ニヤマのタパスに相当します。
アーナンカーラはアハンカーラという言葉の否定形ですが、スリッダーラ・スワミによればアハンカーラとは、「自分は特別な人間である」(self-importance)と考えることです。

先に説明した8章のアマーニットヴァム　アダムビットヴァム(自惚れ・自慢)とアハンカーラは包括的に考えると意味が重なる部分もありますが、文脈から考えるとそれぞれ固有の意味に解釈できます。
ここでのアハンカーラは例を挙げると、「私は先輩で君は後輩だ。だから君は私を敬いなさい」という考えのことです。

西洋社会ではあまり多くないかもしれませんが、日本はもとよりインドやアジアではよくある考え方です。口には出さなくても、「私は年長者、私は学者、私は僧侶、だから尊敬されるべきだ」と考えることです。

僧侶であるとか科学者であるとかその地位に関わらず、誰もが持っている考えです。

内省してみるとそのことが分かりますが、この考えをなくす(アーナンカーラ)のは容易ではありません。アーナンカーラはシャウチャ(心のきれいさ)と関係があります。
ジャンマ・ムリッテュのジャンマは生まれる、ムリッテュは死ぬことを意味しますが、何度も生まれ何度も死ぬこと(輪廻)が問題です。一回きりなら問題ありません。

キリスト教、イスラム教にはこの問題はないのですが、仏教、ヒンズー教では大きな問題です。

生まれれば必ず死ななければならず、死ねばまた新しく生まれなければなりません。
生まれた後はだんだん老いていき、肉体の機能は衰えていきます。
ジャラー・ヴャーディのジャラーは老いること、ヴャーディは病気のことです。
病気は年齢には関係なく、最近は子供の糖尿病が問題になっています。

この生老病死には他の選択肢がなく、生まれるということはとても苛酷な事なのですが、マーヤーの影響で我々はその大変さを忘れて何度も生まれ変わります。それが神のやり方です。
さらに日本では「お袋」という言葉もあるように、母親の子宮には良いイメージがあるようですが、インドの聖典では胎児が10カ月近く過ごす子宮はあまり快適な場所とは考えられていません。

単純に生老病死だけでなく、この世に生まれる前の10カ月を決して理想的な環境とは言えない子宮で暮らすことまで考えあわせて識別しなければ、生に対する執着はなくなりません。

我々の目的は真理であり、真理の勉強と執着は矛盾します。

突然放棄の考えが起こることはなく、突然執着がなくなることもありません。

識別に識別を重ねなければいけないのですが、識別の結果「もう生まれたくない」という心境に到ったとしても、生まれたくないという願望があれば二度と生まれてこなくてよい、というわけにはいきません。識別だけでは終わらずさらに霊的な実践が必要です。
ヒンズー教の聖典ではいたるところで識別が説かれており、識別の対象はいろいろあるのですが、もし自分の生命を対象とした識別できればそれで充分です。
ドゥフカは苦しみ、悲しみのことであり、生まれるということは最初は楽しくても最終的には苦である、というのが釈迦の結論です。
アヌダルシャナムとは絶えず考える、ということです。
葬儀に参列して火葬場にいる時だけ「生とは一時的ではかないものだ」と考え、家に戻るとそれを忘れるのではなく、絶えず生の本質は苦であると識別してください。

ここで識別とは否定的な意味で言っているのではなく、真理のことを忘れないでほしいのです。

皆さんに何もせずに森に入るように勧めているわけではありません。

識別は基礎であり、識別をしなければ真理について考えようという気も起りません。

もし皆さんが生の本質は苦であると識別することを否定的に捉えてしまうと、次の『バガヴァッド・ギーター』のクラスにも参加しなくなり、生きていく気力を失ってしまいます。
「あれもこれもどうせすべては一時的である」と悲観するのではなく、「一時的ではなく永遠なものもある」と考えて至福を目指してください。
この生の本質を識別することはニヤマのスワッデャーヤに通じます。
スワッデャーヤには聖典の学習の他に、識別することも含まれます。

実在と非実在を識別するのであり、そうでなければ聖典の勉強はあまり意味がありません。
パタンジャリ『ヨーガ・スートラ』の目的は『バガヴァッド・ギーター』と同じく悟りであり、聖典を勉強した結果学者になることではありません。

次は第13章10節です。

あらゆる事物に執着しないこと、妻子や家庭に対する愛着を捨てること、愉快なこと不愉快なことに遭っても、常に心を平静に保っていること、

アサクティル　アナビッシュヴァンガハ　プットラ・ダーラ・グリハーディシュ/ニッテャン　チャ　サマ・チッタットヴァム　イシュターニシュトーパパッティシュ//
アサクティル　アナビッシュヴァンガハのアサクティはサクティ(執着)の否定形で、「無執着」を意味します。
何に対する無執着かと言えば、まずはプットラ・ダーラ・グリハーディシュのプットラ・ダーラであり、プットラは息子、ダーラは妻のことですがこれはシンボリックな表現であって、ここでは「家族・身内・友人」を合わせた意味です。
「息子や妻に執着するのは良くないが、娘や夫に執着するのは構わない」ということではありません。

グリハーディシュのグリハーは家や建物のことであり、アディシュは「等等」の意味です。

自分の家が大好きで、家以外の場所では眠れないという人もいます。
アディシュ(等等)について言うと、とても些細なものに執着する人もいます。
他に執着はなくても車、衣服などに執着する人もいます。

アナビッシュヴァンガはアビッシュヴァンガ(同一視する)の否定形で、「非同一視する」という意味です。

同一視とは例を挙げると、「息子が喜べば自分も喜び、息子が悲しめば自分も悲しむ」というように、対象と自分とを完全にひとつのものと考えてしまうことです。
愛することが悪いのではなく、同一視しなくても愛することは可能なのであり、霊的な観点から見るとこの同一視は好ましいことではないという意味です。
皆さんの愛のイメージは100％の同一視だと思いますが、そうしなくても愛することはできるのです。同一視が強すぎると、愛する対象と離れなければならない時にとても苦しみます。
人間関係は永遠でなく、愛する対象と別れる時は必ずやってきます。
人生で息子や娘、両親や夫や妻との別れは起こりうることです。
アナヴィッシュヴァンガ(非同一視)の対象もアサクティと同じく、身内や家庭などです。
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